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川尻での例会（研究会）は、下記がベースとなる 

NPO法人熊本まちなみトラスト年次総会 2021交流会【案】 

2021（令和 3）年 5月 22日（土） 

於 川尻公会堂 

 

Program 

 

はじめに  13：30－13：45 川尻公会堂の解説 

 

◆交流会 15：00－16：30 

テーマ「歴史を活かした川尻のまちづくり」  

１．講演： 

1) 熊本市都市デザイン課「くまもと歴史まちづくり計画」（20 分） 

熊本市都市デザイン課・粟田課長 

 

2) 熊本市文化財課「国史跡 熊本藩川尻米蔵跡の改修と活用策」（20分） 

熊本市文化財課・北野課長 

 

２．トークセッション（60分）   

主旨：熊本のまちづくりのモデルとして川尻を学ぶ 

パネリスト：古川保、村田幸博、栗崎剛の川尻在住の３氏＋上記熊本市職員 

聞き手：冨士川一裕（熊本まちなみトラスト事務局長） 

  ３つの問い： 

  ①長期にとらえて、次世代に語り継ぐべき「川尻のまちづくりの経緯」は何？ 

②それを踏まえた、これからのまちづくりの長期的展望は何？ 

③今現在の活動の課題は何？（若干の紹介も踏まえて） 

 

◆まち歩き 16：45～18：00 

  国史跡 熊本藩川尻米蔵跡 等 

 

------------------------------------------------------------------------------- 

 

★駐車場はありませんので、公共交通機関をご利用ください。 

 川尻公会堂は JR川尻駅から徒歩圏内にあります。 

★マスクの着用をおねがいいたします。 

★コロナ禍のために中止になることもありえます。その都度変更連絡いたします。 
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２．事務局移転に関して 

 

１．これまでの決議 

年次総会 2021 議案議決       

①2021年度予算の考え方 

②2021年度予算案 50万円 

 

２．事務局の行動計画 

（１）事務局移転の準備 

①移転し携帯すべきアクティブ・ファイル（紙ベース） 

②移転し携帯すべきＰＣとデータ（外部外付メモリ） 

③データのクラウド化（GOOGLE DRIVE） 

 

（２）Ｂスタとの契約（試行事業として） 

①期間：9月中旬～12月中旬 

②使用条件：利用者、 

③賃料をはじめとする経費 

 

（３）移行プログラム 

①事務局員の常駐時間帯： 例えば・・・木・金・土の 10:00～17：00  

②Ｂスタでの 理事会 10/25、例会・研究会（11/22） 開催 予定日 

③Ｂスタでの事務局・会員による共同作業・・・袋詰めなど 

例えば、広報誌 ・・・・News Letter（簡便にして頻度上げる）  【別紙】 

会員との相互交流を高める 

   

３．再度 コンセプトの確認 

 

①現事務所、事務局長の限界（いつかは使えなくなる） 

②現事務所の立地条件（街なかでないのでチョッと寄りにくい／学生さんとかも） 

③ＫＭＴ資料の継承（冨士川事務局長独占状態からの開放（誰もがアクセスできる）） 

④ＤＸ（デジタル化）へも対応 

  紙ＤＡＴＡ／ＰＣ接続ＤＡＴＡ（外付けストレージ）／クラウドＤＡＴＡ（サーバー） 

⑤事務局運営の普遍化、ＫＭＴの生き残り 

 

押し売りしない継承 

 

（参考） Ｂスタ利用イメージ  ※要協議 

①Bスタの法人会員となり、複数の理事が自由に出入り 

できる権利を獲得 

②営業時間：9:00～22:00（最終入館 21:00）  

休館日：日曜、祝日、年末年始 

③打合せには有料、無料の部屋（スペース）があるので、 

人数に応じて理事会、例会は可能 
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４ ＫＭＴの中期戦略を考える 

 

KMTの役割、活動コンセプト、戦略 （8/16運営会議の意見をもとに） 

 

（１）ＫＭＴの社会的役割 

 

対外的にシンプルに表現できていることが必要 

 

①結束点   （ＮＰＯを支えるＮＰＯ）支えるＫＭＴ独自の方法 そこがポイント  

    

【追】・支援するではなく活性化する・・・というところなのだが、これが行政と共同行動ができに

くい要因であるかもしれない 

   社会の持続可能性（SDGs）のためには必要 

 

②触媒、連携・ネットワーク 

達成されると無かったことになるので評価されない 

 

③敢えて他のセクターとの役割りを比較してみると・・・ 

行政が担う公共： 計画し予算化しなければ動けない事業、上からの指示   

←→  ＮＰＯが担う公共： 計画できない予算化できない事業も、下からの積み上げ 

報道が担う広報： 事実の広報 

←→ ＮＰＯが担う広報： 物語の広報（ノンフィクション）  

大学が担う研究： 学問に重点  ←→  ＮＰＯが担う研究： 実践に重点 

 

④将来、未来に向けて何をしようとしているのかを明らかにすべし 

・歴史的建造物の保存活用がいい街・地域をつくっていくことにつながる 

 ・・ので、それをサポートする 

 

（２）企業へのサービス 

①歴史的建造物の保存活用がいい街・地域をつくっていくことにつながる 

ことは、企業活動、社員の生活基盤にとってのプラス要素（促進剤）となる 

②企業の存立基盤である『地域』との信頼関係を切り結ぶことにＫＭＴがお役立つ 

 

（３）参考事例 

①横浜  公益社団法人横浜歴史資産調査会 

②奈良  公益社団法人奈良まちづくりセンター 
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